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【動機】

生物や植物の美しいといわれる形には、数学的な規則性が隠れているといわれている。その代表
として松毬が挙げられ、松毬を見ると鱗片がきれいな螺旋を描いてい並んでいるように見える。
松毬の鱗片配列からどのような規則性が見つかるのか調べてみることにした。

【方法】

アカマツの松毬を採集し、松毬の鱗片の並びを詳しく調べるため、鱗片にみられる右回りと左回
りの渦巻きの数を数えた。その渦巻きを基にすべての鱗片に順番をつけ、松毬の根元から外側に
向かって引いた直線状に並んだ２つの鱗片について調べた。

【結果】

鱗片の渦巻きを調べた結果、アカマツの松毬は共通して５枚と８枚の鱗片からなる螺旋構造を取
っていることが分かった。また、鱗片配列の特徴から、配列が揃っているもの、反対に揃ってい
ないもの、両者の中間の配列をとる３つのグループに分けることができた。

【まとめ】

松毬の鱗片は、フィボナッチ数に従って螺旋を描いているといわれており、今回調べたアカマツ
の松毬にも５枚と８枚の鱗片からなる螺旋構造を見つけることができた。さらに鱗片配列の特徴
から、松毬を大きく３つのグループに分けることができた。

【展望】

今回、鱗片配列の特徴から、アカマツの松毬を大きく３つのグループに分けることができた。今
後、１本の木や様々な場所から松毬を採集し、調査数を増やし、どうしてこのような変化が生じ
るのかを検討してみたい。

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org

